
「

ノ

」

の

定

着

準

体

助

詞

||

和

歌

の

俗

語

訳

の

場

合

||

lま

め

じ

準体助詞「ノ」 の 定着

近
世
後
期
語
に
お
い
て 、
準
体
助
詞
の
「
ノ」
は
述
語
格
と
連
用
格
と
で
は

そ
の
使
用
の
推
移
に
差
が
あ
る 。
述
語
格
で
は
「
コ
ト」
「
モノ」
に
代
替
す

る
形
で
の
「
ノ」
の
使
用
が
十
分
に
定
着
し 、
活
用
語
の
連
休
形
に
指
定
辞
が

注l

直
接
に
接
続
す
る
形
は 、
一
般
的
で
な
い
文
体
で
用
い
ら
れ
た
り 、
指
定
辞
を

注2

終
助
詞
的
な
も
の
に
変
質
さ
せ
た
り
す
る 。
乙
れ
に
対
し
て 、
連
用
格
で
は 、

連
体
形
準
体
法
の
減
少
的
傾
向
は
甚
だ
緩
慢
で 、
活
用
語
の
連
体
形
に
格
助

詞・
係
助
詞・
副
助
詞
が
直
接
接
続
す
る
用
法
が
お
そ
く
ま
で
残っ
た 。
酒
落

本 、
滑
稽
本 、
人
情
木
な
ど
の
会
話
に
あ
ら
わ
れ
る
用
例
の
調
査
で
は 、
明
和

以
降
寛
政
か
ら
文
化へ
か
け
て
の
資
料
で 、
準
体
法
残
存
の
割
合
は
低
く
な

く 、
幕
末
期
天
保
以
降
の
口
語
資
料
に
至っ
て
準
体
助
詞
「
/」
を
接
続
さ
せ

て
上
接
部
を
体
言
化
す
る
事
象
が
よ
う
や
く
支
配
的
に
なっ
て
く
る
の
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る 。
ま
た 、
接
続
形
式
「
ノ
ニ」
の
使
用
の
増
加
も 、
連
用
格

の
そ
れ
と
全
く
軌
を一
に
し
て
い
る 。
し
か
る
に 、
そ
の一
方
に
は 、
幕
末
下

級
武
士
の
ζ
と
ば
の
資
料
と
し
て
著
名
な
『
夢
酔
独
言』
で 、
連
用
格
で
は
準

体
劫
詞
の
「
ノ」
が
全
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
例
も
存
す
る
の

原

裕

口

注3
で
あ
る 。

性
格
を
異
に
す
る
言
語
資
料
の
場
合
は
ど
う
か 。
い
わ
ゆ
る
国
字
解
も
の
で

は 、
例
え
ば
『
唐
詩
選』
で 、

ツ
キ
ヤ
マ

思
ヒ
ヨ
ラ
ス 、
此
ノ
処ヘ
キ
テ
イ
ル
ハ 、
ナ
ニ
ノ
タ
メ
ゾ 、
林
泉
ノ 、
ス

グ
レ
タユ
ヘ
チ
ヤ 、
誰
卜
云
人
カ
ハ
知
ラ
ス 、
ア
ノ
方
カ
ラ 、
ヨ
ブ
デ
モ

テ
ィ
シ
ュ

ナ
ク 、
外
カ-フ 、
イ
キ
ヤ
レ
ト
云
タ
デ
モナ
イ 、
主
人
ヲ 、
シ
ラ
ヌ
モノ

ガ 、
コ
フ
シ
テ
イ
ル
ガ 、
風
流
チ
ャ 、
(
主
人
不
相
談 、
偶
坐
為
林
泉)

〈
服
部
南
郭
『
唐
詩
国
字
弁』
(
明
和
三
t

七)
〉

偶
坐
トユ
ル
リ
ト
坐
シ
居
ル
ハ
泉
水
ツ
キ
山
ガ
各
別
ス
グ
レ
タユ
ヱ
ソ
レ

ヲ
ミ
ナ
ガ
ラ
酒
ヲ
ノ
ム
ノ
チ
ヤ
偶
坐ハ
何
ト
ナ
ク
坐
シ
居
ル
寸
林
泉ハ
山

河
ナ
ド
ノ
寸
ヲ
云
主
人
ヲ
調
弄
ス
ル
是
ガ
却
テ
風
流
チ
ヤ 、
八
本
橋
霞
納

『
唐
詩
選
事
証』
(
明
和
五)
〉

フ
臥F
ヲ
モ
ヒ

ウ
ヘ
コ
ミ
セ
Y
ス
イ

偶
坐
ヨ
ラ
ス
坐
シ
テ 、
楽
シ
ム
ハ 、
誠ニ
他ニ
ナ
キ
庭
ノ 、
林
泉
風
景
ヲ

ナ
ガ
メ
ア
ソ
ヒ 、
コ
h
ロ
ヨ
ク
ス
ル
為ニ
ア
ラ
ス
ャ 、
〈
千
葉
芸
悶
『
唐

詩
選
議
釈』
(
究
政
二)
〉

注4

右
の
よ
う
に
準
体
法
専
用
の
文
体
が
継
承
さ
れ 、
崎
門
系
抄
物
で
も 、
連
用
格

に
準
体
助
詞
「
ノ」
を
使
用
す
る
ζ
と
は
甚
だ
少
い
よ
う
で
あ
る 。
近
時
そ
の
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口
語
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
儒
者
の
講
説
の
聞
書
『
平
洲
先
生
諸
民江
教
諭
書

注
5

取』
な
ど
も
準
体
法
専
用
文
体
と
言っ
て
よ
い 。

こ
の
よ
う
な
実
状
の
な
か
で 、
国
学
者
に
よ
る
雅
語・
和
歌
の
俗
語
訳
に

は 、
準
体
助
詞
「
ノ」
の
使
用
の
目
立
つ
も
の
が
あ
り 、
尾
崎
雅
嘉
『
古
今
和

歌
集
両
序
都
言』
『
古
今
和
歌
集
部
言』
(
究
政
八
刊)
の
ご
と
き
は 、
如
上
の

資
料
と
は
逆
に 、
連
体
形
準
体
法
の
使
用
率
が
甚
だ
小
さ
い 。
富
士
谷
成
章
以

降
の
国
学
者
の
雅
語
の
俗
語
訳
は
そ
の
口
語
的
資
料
性
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら

注
6

注
7

も 、
語
法
に
つ
い
て
は
従
来
あ
ま
り
調
査
さ
れ
る
と
と
が
な
かっ
た 。
し
か

し 、
近
世
後
期
語
の
研
究
に
は
不
可
欠
の
資
料
で
あ
る 。
ζ
ζ
で
は 、
連
用

格 、
接
続
形
式
に
お
け
る
準
体
助
詞
「
ノ」
の
定
着
の
実
態
を 、
乙
れ
ら
和
歌

の
俗
語
訳
に
つ
い
て
記
述
し
て
み
た
い 。

富

士

谷

成

章
の

場

合

富
士
谷
成
章
は
雅
語
の
訳
出
に
あ
たっ
て 、
連
体
形
準
体
法
に
助
詞
「
ノ」

注
8

を
補
う
配
慮
を
し
て
い
る
乙
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る 。

『
か
ざ
し
抄』
で
は 、
「
ノ」
の
出
現
は 、
「
ノ
サ
へ」
が一
例
で
他
は
「
ノ

ニ」
ば
か
り
で
あ
る
が 、

サ
ウ
ナ
イ
ノ
サヘ

デ
ナ
イ

①
さ
ら
ぬ
だ
に
お
も
き
が
う
へ
の
さ
よ
衣
わ
が
つ
ま
な
ら
ぬ
つ
ま
な
か
さ

ルハ
無
用

ね
そ
(
新
古
今 、
釈
教 、
一
九
六
四)

右
の
よ
う
に
準
体
法
が
同
居
し
て
い
る 。
ま
た 、

タ

タ

デ
アル
物

②
逢
ひ
み
し
を
う
れ
し
き
事
と
思
ひ
し
は
か
へ
り
て
後
の
嘆
き
也
け
り

ヂ
ヤ

(
後
拾
遣 、
恋
四 、
七
七
二)

タ

サレパ
コ
ソ
ト
ウ
11

テ
シ
モ

①
か
た
ぎ
し
の
松
の
う
き
ね
と
恩
ひ
し
は
さ
れ
ば
よ
終
に
あ
ら
は
れ
に
け

タ
事
ヂ
ヤ

り
(
拾
遣 、
恋一一 、
七
四
三)

ハ
ヤ
カ-フ

ル
ヤ
ウニ
ナルハ

ガ

テ
シ
マ
フ
ヤ
ラ

わ
が
袖
に
ま
だ
き
時
雨
の
降
り
ぬ
る
は
君
が
心
に
秋
や
き
ぬ
ら
ん
(
古

④ 

今 、
恋
五 、
七
六
三)

イニ
ヨ
ツ
テ
アレハ
ソ
ヂ
ヤ
ガ

ルハ
ミ
テ
霞
テ

①
恩へ
ど
も
人
目
つ
』
み
の
た
か
け
れ
ば
か
は
と
見
な
が
ら

ト
ウモ
是パ
カ
リハ

え
と
そ
わ
た
ら
ね
(
古
今 、
恋
三 、
六
五
九)

ニ
ヨ
ツ
テ
カ
カ
タ
テニ

ルハ
ミ
テ
ヰ
テ
マ
ヘ
ピロ
カ

⑤
別
れ
て
は
程
を
隔
っ
と
恩へ
ば
や
か
つ
み
な
が
ら
に
か
ね
て
こ

-
フひ

し
き
(
古
今 、
離
別 、
三
七
二)

の
例
で 、
②
③
は
「
ノ」
の
注
記
の
必
然
も
な
く 、
準
体
法
か
否
か
分
明
で
は

な
い
が 、
④
⑤
⑥
の
例
は
準
体
法
で
あ
る 。
「
ノ-
こ
は
文
語
の
「
を」
「
も
の

を」
「
な
く
に」
「
に」
に
あ
て
ら
れ
た
里
言
に
あ
ら
わ
れ
る
接
続
形
ば
か
り

注
9

で 、

48 

何
ガ
ド
ウ
ヤ-フ

ト
イフ

ヌ
ノニ
コ
レ
ガ
ソレ
デ
ア
ラ
ワ
カ
コ
レパ
カ

⑦
い
き
ゃ
ま
だ
恋
て
ふ
と
と
も
知
ら
な
く
に
乙
や
そ
な
る
ら
ん

寝
と
そ

リハ

ヌ

疲
ら
れ
ぬ
(
拾
進 、
恋
四 、
八
九
六)

ス
マ
サレ
ル
事ヂ
ヤ
ノニ

エ
シ
レ
モ
ナ
イ

ツ
テ
ヰル

③
散
る
と
見
で
あ
るべ
き
も
の
を
梅
花
う
た
て
に
ほ
ひ
の
袖
に
と
ま
れ
る

(
古
今 、
春
上 、
四
七)

テ
シモ
タ

ノニ

③
唐
衣
き
て
帰
り
に
し
さ
夜
す
が
ら
あ
は
れ
と
恩
ふ
を
恨
む
ら
ん
は
た

(
後
援 、
恋一 、
五
三
O)

オ
シ
クル
メ
テ

テ
シ
モ
テ
クレ

ル
マ
イ
ノニ

⑬
お
し
なべ
て
峰
も
平
ら
に
成
な
h
ん
山
の
端
な
く
て
月
も
入
ら
じ
を

(
後
援 、
雑
三 、
一
二
五
O)

右
の
ど
と
く
で
あ
る
が 、
乙
れ
に
対
応
し
て 、

云
事サヘ

ヂ
ヤニ
サ
テモ
イ
ヂ
ワ山
ク

@
秋
と
だ
に
わ
す
れ
ん
と
恩
ふ
月
か
げ
を
さ
も
あ
ゃ
に
く
に
打
つ
衣
か
な

(
新
古
今 、
秋
下 、
四
八
O)

テ
シ7
7
タニ
イ
ツ
ノ
事
ゾ

イ
テ
ク

⑫
松
も
ひ
き
若
菜
も
摘
ま
ず
な
り
ぬ
る
を
い
つ
し
か
桜
早
も
咲
か
な

レ
ヨん

(
後
援 、
春
上 、
五)イ7

モ
ツ
テ
リモ
セ
ヌニ
マ
ヘ
ピロ
ニ

⑬
か
み
な
月
し
ぐ
れ
も
い
ま
だ
ふ
ら
な
く
に
か
ね
て
うつ
ろ
ふ
神
な
び
の

杜
(
古
今 、
秋
下 、
二
五
三)



の
ご
と
き
例
が
あ
る 。
@
の
「
ヂ
ヤ-
こ
は
慣
用
形
で
後
々
ま
で
多
用
さ
れ
る

形
で
あ
る
か
ら
除
い
て
も 、
⑫
⑬
の

準体法
の
用
例
も
少
く
な
い 。
動
詞
型
活

用
形 、
形
容
詞
型
活
用
形
に
下
接す
る
も
の
あ
わ
せ
て 、
「
ニ」
「
ノ-
こ
の
出

現
の
割
合
は
お
対
ぬ
で
あ
る 。
『
か
ざ
し
抄』
に
お
い
て 、

準体
助
詞
「
ノ」
の

使
用
は
い
ま
だ
意
図
的
で
な
い
と
言
え
よ
う 。

『
稿
本
あ
ゆ
ひ
抄』
に
な
る
と
事
情
は
異
な
る 。
「
何
そ
何キ」
の
項
に 、

あ
ふ
そ
う
れ
し
き
き
く
そ
さ
ひ
し
き
な
と
あ
ふ
事
き
く
事
と
い
ふ

事
の
字
を
略
し
た
る
も
の
故
に
名
と
お
な
し
心
得
に
て
う
た
か
ひ
な
し

又
や
が
て
里
に
コ
ト

ガ何
イ
ゾ一
コ
ト

ハ
何
イ
ゾ一
コ
ト

ガ
叫

何
カ
シ
ラ

ス
何
イ一
ノ
ガ
叫

何
イ
ソ一
ノ
ガ
呪

何
カ
シ
ラ
ス
何
イ一
〔
又
コ
千
ヤ
ト

モ〕
な
と
』
も
里
すへ
し

是
は
事
と
い
ふ
字
の
は
ふ
け
る
を
た
し
て
尺
す

る
心
也
(
三=
二
頁)

と
行
き
と
ど
い
た
解
説
を
施
し 、
以
下 、

は
類
又
清
テ
ヨ
ム
寸
ハ
多
ク
ハ
里
ノ
ハ
と
い
ふ
へ
し固定
ハ
詞
ヲ
受
タ
ル

也
(
三
四
O
頁)

何
が
よ
そ
ひ
の
な
び
き
を
受
た
る
は
里
に
ノ
ガと
い
ふ
(
三
六
六
頁)

を

名
を・つ
け
た
る
は 、
な
る
を
の
心
也
皇
に
チ
ヤ
ノ
ニ
と
い
ふ
(
三
三

八
頁)

何
し
て

事
わ
さ
を・つ
け
た
る
は
(
心
え)
ノ
デと
呈
す
れ
ば
今
少
心
え

や
す
し
(
三
四
六
頁)

な
ど
の
注
記
も
見
え
る 。
塁
言
の
実
例
に
は 、
「
ニ」
「
ノ-
こ
が
ほ
ぼ
同
数
あ

ら
わ
れ 、

⑬
ヒ
トリ

ヌ
ル
ニ
ワ
ヒ
シ
ク
タヘ
カ
タ
キ
ヲ
カ
マ
へ
テ、不
ン
トモ

セ
ス
シ

テ
ソ
レ

シ
タ
イニ
起

ヰ
ル
也

(
ひ

と

り
ね
の
わ
び

し

き

ま

ま

に
起

き

居
つ

つ
月
を
あ
は
れ
と
忌
み
ぞ
か
ね
つ
る 、

後
援 、

恋
二

、

六
八
五)

準体助詞「ノ」 の 定着

の
例
が
あ
る
が 、

準体法
に
「コ
ト」

「
ノ」
を
繍っ
て
訳
す
方
針
が
明
確
で

あ
る 。
乙
の
傾
向
は
『
あ
ゆ
ひ
抄』
に
な
る
と
更
に
徹
底
す
る 。
引・
廃
を
受

け
る
場
合 、
「
ノ」
の
里
言
を
加
え
当
て
る
旨
の
注
記
を
丹
念
に
施
し

(一
O

三 、
一一一
八 、
一
四一 、
一
六
回 、
一
七
二 、
一
七
三 、
一
七
四 、
一
七
五 、

一
八
四 、
一
八
九 、
一
九
O 、
一
九
六 、
一
九
九 、
二=
二 、
二
三
八 、
二
五

八 、
二
六一 、
二
七
八
の
各
頁) 、
例
歌
に
お
い
て
里
言
に
そ
の
実
践
が
見
え

る 。
典
型
を
あ
げ
る
と 、

ノ
ガ

デ
アル
デ
ア

⑬
い
つ
と
な
く
恋
に
焦
が
る
る
わ
が
身
よ
り
立
つ
や
浅
間
の
煙
な
る
ら
む

ロ
カ(

金
菜 、
恋
上 、
四
二
五)

アル
ト
名ノ
付タ
ノハ

⑬
い
づ
れ
を
か
し
る
し
と
恩
は
む
三
輪
の
山
あ
り
と
し
あ
る
は
杉
に
ぞ
あ

り
け
る
(
拾
述 、
雑
恋 、
一
二
六
六)

モ
セ
ヌ
ノニ

⑫
宿
り
せ
し
花
橘
も
枯
れ
な
く
に
な
ど
ほ
と
と
ぎ
す
声
絶
え
ぬ
ら
む
(
古

今 、

夏 、

一

五
五)

の
ど
と
く
で
あ
る 。
抄
中 、

準体法
の
例
は 、

写，，

⑬
隠
れ
沼
の
下
よ
り
生
ふ
る
ね
ぬ
な
は
の
寝
ぬ
名
は
立
た
じ
く
る
な
い
と

テ
タル
ル
ナ

ひ
そ

(
古
今 、
誹
務 、
一
O
三
六)

タ
ハ

⑬
〔
し

は
〕
(一
七
六
頁)

タ
ニ

タコ
ト
デ
有タニ

@

〔
し
に〕
(一
七
六
頁)

、
〔
し

か〕

(一
八一
頁)
、

(

圃
も
ぞ

回〕
里 、
〔
も〕
を
前
の
ご
と
く
心
得
て 、
〔
ぞ〕
を
め
ぐ
ら
し
て
下
に

「
ウ-
こ 、
ま
た
「パ
ワ
ロ
イ
ニ」
と
付
け
て
心
得べ
し

(一
九一
頁) 、

ア
ナ
ガ
チ
デモ
ア
リモ
セ
ヌニ

「
固
モ
ア
ラ
ウ
ニ
」
(一

二

六
頁)

、
〔
に
し
も
あ
ら
な
く
に
〕
(一

二

八
頁)

タコ
ト
デ
有タニ

昨
日
乙
そ
早
苗
と
り
し
か
い
つ
の
間
に
稲
葉
そ
よ
ぎ
て
秋
風
の
吹
く

(
古
今 、
秋
上 、
一
七
二)

Dr

 

恋
す
て
ふ
わ
が
名
は
ま
だ
き
立
ち
に
け
り
人
し
れ
ず
と
そ
思
ひ
そ
め
し

49 



コ
ト
デ
有
タ
ニ

か

(
拾
遺 、
恋
て
六
二
ご

「
ヂ
ヤ-
こ
を
除
い
て
右
の
諸
例
で 、
格
助
詞・
係
助
詞・
副
助
詞
が
連
体
形

に
下
接す
る
場
合
の
塁
言
に
は 、
⑬
⑬
の
例
外
は
あ
る
が 、
「
ノ」
を
加
え
て

里
す
方
針
が一
貫
し
て
い
る 。
「ニ」
「
ノ-
こ
に
ゆ
れ
が
見
え
る
の
は 、
『
か

ざ
し
抄』
な
ど
と
同
様
で 、
口
頭
語
の
実
状
が
反
映
し
て
い
よ
う 。
格
関
係
の

論
理
的
な
正
確
さ
を
期
し
た
周
到
な
注
意
の
結
果
が 、
戯
作
の
会
話
文
な
ど
で

と
ち
がっ
た

準体
助
詞
「
ノ」
の
定
着
の一
面
を
見
せ
る
と
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る 。

『

古

今

集

遠

鏡
』

と

宣

長
の

門

流

『
古
今
集
遠
鏡』
に
お
け
る
連
体
形

準体法
の
実
態
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ

注3

た
乙
と
が
あ
る 。
そ
の
俗
言
解
で
は 、

@
ハ
ヤ
春ニ
ナ
ツ
タ
事
ナ
レ
パ

モ
ウ
花
ガサ
キ
サ
ウ
ナ
物
ヂ
ヤ
ニ
マ

ダ
サ
カ
ヌ
ハ

春
ノ
来
タ
ガホ
ド
ヨ
リ

早
イ
ノ
カ

花
ノ
サ
ク
ノ
ガホ
ド

ヨ
リ
オ
ソ
イ
ノ
カ
(
春
上 、
一
O)

桜
ノ
チ
ル
ヲ
惜マ
ヌ
人ハ
ナ
ケ
レ
パ

此
ヤ
ウ
ニ
此
節
春
雨
/
フ
ル
ノ

nl'

 

ベ

世
間
ノ
人
ノ
桜
ヲ
ヲ
シ
ン
デ
泣
ナ
ミ
ダ
カ
イ
(
春
下 、
八
八)

@
マ
ダ
見
タ
ラ
ヌ
ノニ
月
ノ
カ
ク
レ
ル
ソ
ノ
山
ノ
フ
モ
ト

デ
見
テ
居
レ
パ

(
雑
上 、
八
八
三)

ア
ノ
月ハ
マ
ダ
見
タ
ラ
ヌ
ニ

キ
ツ
ウ
早
ウ
マ
ア
カ
ク
レ
ル
事
カ
ナ

(
雑
上 、
八
八
四)

の
よ
う
に 、
両形
が
隣
接し
て
あ
ら
わ
れ
た
り 、

，J

 

@
山
道
ノ
菊
花
ノ
中
ヲ
分
テ
イ
テ
其
菊
ノ
露ニ
キ
ル
物
ノ
ヌ
レ
タ
ヲ
干
ス

々J
間
ホ
ド
ノ
チ
ツ
ト
ノ
マ
デ
ア
ツ
タニ
(
秋
下 、
二
七
三)

此
花
薄
ノ
穏ニ
デ
タ
ノ
ヲ
結
ン
タ
ヤ
ウ
ニ
(
恋
五 、
七
四
八)

モ
シ
知
ラ
シ
ャ
ラ
ズ
パ

今
ワ
シ
ガ云
テ
キ
カ
ス
ヲ

此
世
ヲ
パ
早
ウ
ス
テ
サ
ッ
シ
ヤ
レ

(
雑
下 、
九
四
六)

フ

チ
リ
カ
h
ツ
タ
桜-一
向
テ
シ
パ
ラ
ク
チ
ラ
ズ
ニ
待
テ
ク
レ
ト

云
ノ
ヲ

レ
間
入
テ
(
春
下 、
七
O)

草
ノ
露
ヤ
水
ノ
沫
ノ
キ
エ
ル
ヲ
見
テ
我
身
モ
ア
ノ
ト

ホ
リ
ヂ
ヤ
ト

云

事
ヲ
知
テ
驚
イ
タ
リ

(
序)

又
春
ノ
コ
ロ
朝
花
ノ
チ
ル
ノ
ヲ
見
タ
リ

(
序)

ツ

オ
ツ
ツ
ケ
死
ヌ
ル
ヲ
待
ワ
ヅ
カ
ノ
問
ヂ
ヤ
ニ
(
雑
下 、
九
六
五)

ソ'

宮
城
野
ノ
本
ア
ラ
ノ
小
萩
ノ
露
ガ重
サニ
風
ノ
フ
イ
テ
ク
ル
ノ
ヲ
待
ヤ

ウニ
サ

(
恋
四 、
六
九
四)

ソ
ウ
タ
イ
花
ノ
関
ク
ヲ
紐
ト
ク
ト

云
ヂ
ヤ
ガ(
秋
上 、
二
四
六)

花
ノ
チ
リ
カ
h
ル
ノ
ヲ
鏡
ガク
モ
ル
ト

云
デ
ア
ラ
ウ
カ
(
春
上 、
四

四)

注ω

右
の
よ
う
に 、
い
わ
ゆ
る
受
け
型
で
も 、
括
り
型
で
も 、
類
似
の
表
現
で
両形

が
あ
ら
わ
れ 、
意
識
的
な
統一
は
な
い 。
「
ノ」
に
よ
る
強
調
の
表
現
が
あ
っ

て 、

準体法
と
「
ノ」
を
加
え
る
形
と
が
等
価
で
対
応
し
な
い
場
合
が
考
え
ら

れ 、⑧
此
カ
ゾへ
歌
土玄ハ
(
序) 、
難
波
津
ノ
歌ト
云ハ
(
序) 、
ト
シ
ト

云

ハ
早
イ
ト

云
事
ナ
レ
パ
サ
(
雑
上 、
八
九
八)

@
の
「
ト

イ
フ」
に
接続
す
る
慣
用
化
し
た
事
例
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た

hJ 、⑧
オ
レ
ガ身
モ
行
末
ノ
ド
ウ
ナ
ル
事
ヤ
ラ
シ
レ
ヌ
ガサ
カ
ナ
シ
イ(
秋
下 、

二
八
六)

一
ッ

ニ
ナ
ツ
テ
ネ
テ
居
タ
二
人
ノ
キ
ル
モ
ノ
ガ別々
ニ
ナ
ツ
テ
ワ
カ
レ

ル
ガサ
カ
ナ
シ
イ
(
恋
三 、
六
三
七)

関
テ
ナ
リ
ト

モ
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の
よ
う
に 、
「:::
ス
ル
ガ
ヨ
イ」
の
慣
用
に
類
似
す
る
形
式
に
準
体
法
が
見

ら
れ
た
り
し
て 、
単
純
に
そ
の
出
現
の
度
数
を
数
字
で
比
較
で
き
な
い
の
で
あ

る
が 、
『
古
今
集
遠
鏡』
で
は 、
準
体
法
の
用
法
が
俗
言
で
も
ま
だ
少
く
な
い

注
日

の
で
あ
る 。

本
居
官一
長
の
俗
言
解
の
方
針
を
忠
実
に
受
け
継
い
だ
中
津
元
義
『
一訣

小
倉

の
山
踏』
(
享
和
三
刊)
で
も 、
そ
の
傾
向
は
軌
を一
に
し
て
い
る 。

と
と
で
は 、
『
古
今
集』
出
自
の
歌
の
俗
語
訳
は 、
『
古
今
集
遠
鏡』
の
そ
れ

が
全
く一
語
も
改
め
ら
れ
ず
に
再
掲
さ
れ
る 。
そ
の
た
め
に 、

⑧

山
川
へ
ア
レ
風
ガ
モ
テ
キ
テ
シ
ガ
ラ
ミ
ヲ
カ
ケ
タ
ト

叶判刈ペベ
エ
ナ

力〆

ガ
レ
モ
セ
ズ
ニ
ト

マ
ツ
テ
ア
ル
紅
葉
ヂ
ヤ
ワ
イ

ア
レ
ハ
風
ガ
吹
デ
ア
マ

リ
シ
ゲ
ウ
紅
葉
ガ
チ
ツ
テ
セ
キ
カ
ケ

/\
ナ
ガ
レ
テ
ク
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
サ
ラ

レ

リ

/\、
ト

下
へ
エ
流
テ
ハ
イ
カ
ズ
ニ

ア
ノ
通一一
シ
ガ
ラ
ミ
ノ
ヤ
ウ
ニ
ヨ
ド

ム
ヂ
ヤ
(
山
川
に
風

の
か
け
た
る
し
が
ら
み
は
流
れ
も
あ
へ
ぬ
紅
葉
な
り

け
り

春
道
列
樹)

@
に
見
え
る
よ
う
に 、
準
体
法
も
準
体
助
詞
「
ノ」
も
同
居
し
た
ま
ま
で
引
用

さ
れ 、
『
古
今
集
遠
鏡』
の
俗
言
解
に
特
徴
的
な
活
用
語
に
直
接
指
定
辞
が
接

続
す
る
事
例
も
繰
返
さ
れ
る
と
と
に
な
る 。
今 、
宣
長
と
同一
の
俗
語
訳
を
施

し
て
い
る
二
十
四
首
の
歌
を
除
い
て 、
用
例
を
調
査
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

ヲ句 。
@

此
滝
ノ
落
ル
ノ
ガ
絶
テ
カ
ラ
ハ
モ
ウ
久
シ
ウ
ナ
ル
ケ
レ
ド

(
た
き

の
音

は
た
え
て
久
し
く
な
り
ぬ
れ
ど
名
と
そ
流
れ
て
な
ほ
き
と
え
け
れ

公

任) 、
準
体
法
の
例
な
し 。

⑧

秋
ノ
野
ノ
草
ノ
葉ニ
白
露
ノ

剖叶列刈引パ到
風
ガ
頻リ
ニ
フ
イ
テ
ク

レ
パ
(
白
震
に
風

の
ふ
き
し
く
秋

の
野
は
つ
ら
ぬ
き
と
め
ぬ
玉
ぞ
ち
り
け

る

文
屋
朝
康)

準体助詞「ノ」の定者

ハ
h
ア
イ
カ
ウ
夜
ガ
サ
フ
ケ
タ
ワ
イ

ア
ノ
カ
サ
』
ギ
ノ
橋
ノ
上
ニ
真

白
ニ
霜
ノ

刑什列到
ミ
レ
パ
サ
(
か
さ
さ
ぎ

の
渡
せ
る
橋
に
お
く

霜
の
白

き
を
見
れ
ば
夜
ぞ
ふ
け
に
け
る

家
持)

@

ワ
シ
ガ
カ
ノ
人
ヲ
恋
シ
ウ

周オパベ
随
分
カ
ク
ス
ケ
レ
ド

(
し

の
ぶ
れ

ど
色
に
出
に
け
り
わ
が
恋
は
も

の
や
思
ふ
と
人

の
と
ふ
ま
で

平
兼
盛) 、

括
り
型
他
に一
例 。

昔
ノ
友
ダ
チ
ニ
久
シ
プ
リ
デ
メ
グ
リ

逢
テ
ミ
タ
ノ
ハ
ソ
ウ
デ
ア
ツ
タ
カ

ソ
ウ
デ
ナ
カ
ツ
タ
カ
ハ
ツ
キ
リ
ト

ワ
カ
ラ
ヌ
ウ
チ
ニ
(
め
ぐ
り
あ
ひ
て
見

し
や
そ
れ
と
も
わ
か
ぬ
ま
に
雲
が
く
れ
に
し
夜
半

の
月
か
な

紫
式
部)

此
ヤ
ウ
ニ
濡
レ

ナ
ガ
ラ
モ
長
ノ
夜
ヲ
守
リ
明
ス

ハ
詫
シ
ヒ
寸
カ
ナ
(
秋

の
回

の
か
り
ほ

の
庵

の
苫
を
あ
ら
み
わ
が
衣
手
は
露
に
ぬ
れ
つ
つ

天
智

天
皇) 、
括
り
型
他
に
三
例 。

一
波
ノ
カ
ワ
ク
ヒ
マ
ト

云
ハ
ゴ
ザ
リ
7
セ
ヌ
(
わ
が
袖
は
潮
干
に
見
え
ぬ

沖
の
石

の
人
ζ
そ
知
ら
ね
か
は
く
聞
も
な
し

二
条
院
讃
岐)

《
マ
マV

Il
li--|

(
7

Z

@

今
テ
モ
身
ヲ
亡
シ
タ
モ
同
じ
コ
ト

ヂ
ヤ
ニ
(
わ
ぴ
ぬ
れ
ば
今
は
た
お
な

じ
難
波
な
る
身
を
つ
く
し
で
も
あ
は
む
と
ぞ
恩
ふ

元
良
親
王)

@

キ
モ
セ
ヌ
人
ヲ
毎
夜

/\
ユ
フ
グ
レ
ニ
ナ
レ
パ
待
ノ
デ
松
帆
ノ
浦
ノ
タ

方
風
ノ
ナ
イ
日
ニ
ヤ
ク
藻
塩
ノ
ヤ
ウニ
身
モ
恩
ヒ
ニ
コ
ガ
レ
テ
キ
ツ
ウ
ク

ル
シ
イ
ワ
イ
(
来
ぬ
人
を
松
帆

の
捕

の
タ
な
ぎ
に
ゃ
く
や
藻
塩

の
身
も
と

が
れ
つ
つ

定
家) 、
準
体
法
の
例
な
し 。

@
十
日
ノ
月
ノ
夜
ナ
カニ
雲ニ

剖外叶州パN一
諸ニ
見
失
フ
テ
シ
モフ

タ
(
め
ぐ
り
あ
ひ
て
見
し
や
そ
れ
と
も
わ
か
ぬ
ま
に
雲
が
く
れ
に
し
夜
半

の
月
か
な

紫
式
部)

@

ヂ
ツ
ト

オ
キ
テ
ヰ
テ
夜
ヲ
フ
カ
シ
テ
月
ノ
入
ル
ノ
マ
デ
見
タ
寸
カ
ナ

(
や
す
ら
は
で
寝
な
ま
し
も

の
を
さ
よ
ふ
け
て
か
た
ぷ
く
ま
で

の
月
を
見
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赤

染

衛

門
)

キ
ツ
ウ
難
義
ニ
思
テ一
課
ニ
袖
ノ
カ
ハ
ク
隙
モ
ナ
ウ
テ
朽
ル
サ
ヘ
ア
ル
ノ

ニ
(
恨
み
わ
び
ほ
さ
ぬ
袖
だ
に
あ
る
も

の
を
ζ
ひ
に
朽
ち
な
む
名
と
そ
惜

し
け
れ

相
模)

⑧

兎
角
人
ノ
ツ
レ
ナ
イ
ノ
ニ
エ
コ
タ
ヘ
ズ
ニ
出
ル
モ
ノ
ハ
一
涙
ヂ
ヤ
ワ
イ

(
恩
ひ
わ
び
さ
て
も
命
は
あ
る
も

の
を
う
き
に
た
へ
ぬ
は一
課
な
り
け
り

道
図
法
師)

古
里
ノ
吉
野
ノ
里
ニ
ヰ
テ
ヨ
フ
ケ
テ
山
ノ
秋
風
ノ
サ
ム
イ
ニ
ア
レ
衣
ヲ

ウ
ツ
ワ
ア
ノ
オ
ト
ヲ
キ
ケ
パ
別
シ
テ
サ
ム
イ
(
み
吉
野

の
山

の
秋
風
さ
夜

ふ
け
て
ふ
る
里
寒
く
衣
う
つ
な
り

雅
経)

@

人
ニ
シ
ラ
サ
ズ
ニ
サ

思
ヒ
ソ
メ
タ
ノ
ニ
ソ
レ
ニ
マ
ア
ド
ウ
シ
テ
人
ガ
知

タ
寸
ヤ
ラ
(
恋
す
て
ふ
わ
が
名
は
ま
だ
き
た
ち
に
け
り
人
知
れ
ず
と
そ
恩

ひ
そ
め
し
か

壬
生
忠
見) 、

他
に
三
例 。

月
ハ
物
思
ヒ
ヲ
サ
セ
ル
モ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
ニ
ソ
レ
ニ
7
ア
月
カ
物
ヲ
恩
ハ

セ
ル
ヤ
ウ
ニ
カ
コ
ツ
ケ
ガ
マ
シ
ウ
ワ
シ
ガ
ナ
ミ
ダ
ハ
コ
ボ
レ
ル
寸
カ
ナ

(
な
げ
け
と
て
月
や
は
も

の
を
恩
は
す
る
か
と
ち
が
ほ
な
る
我
が一
涙
か
な

西
行
法
師)

、

他
に
五
例 。

⑧

此
ヒ
ヱ
ノ
山
ニ
住
デ
ヰ
テ
ワ
ガ
コ
ノ
墨
染
ノ
ソ
デ
ヲ
浮
世
ノ
多
ク
ノ
人

ニ
オ
ホ
ヒ
テ
ス
ク
ワ
ウ
ト

ス
ル
ヂ
ヤ
ガ
固定
ハ
負
気
ナ
キ
寸
デ
ワ
ガ
身
ニ
ハ

似
ア
ハ
ヌ
寸
カ
ナ
(
お
ほ
け
な
く
う
き
世

の
民
に
お
ほ
ふ
か
な
我
が
た
つ

柚
に
墨
染

の
袖

慈
園)

以
上
の
諸
例
に
明
ら
か
な
よ
う
に 、
格
表
示
の
強
い
「
ガ」
「
ヲ」
に
「
ノ」

が
前
宣
さ
れ
る
の
は
当
然
と
い
え 、
準
体
法
と
準
体
助
詞
「
ノ」
の
出
現
は
ほ

ぼ
半々
の
割
合
で
あ
る 。
一
般
に
特
に
注
意
を
し
な
い
場
合
で
の
実
態
は
と
の

よ
う
な
も
の
で
あっ
た
ろ
う 。
『
古
今
集
遠
鏡』
は
多
少
「
ノ」
の
使
用
率
が

し
か
な

高
い
が 、
と
も
に
当
代
の
口
頭
語
の
実
状
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

ま
た 、
@
の
「
ス
ル
ヂ
ヤ」
は 、
宣
長
の
講
説
調
の
口
吻
を
そ
の
ま
ま
に
受
け

継
い
で
い
て 、
乙
の
門
流
に
お
け
る
文
体
の
類
似
を
示
し
て
も
い
る 。

『
古
今
集
遠
鏡』
以
後 、
語
学
書
に
引
用
さ
れ
る
例
歌
に
俗
語
訳
を
添
え
る

乙
と
が
普
通
に
な
っ
て
く
る
が 、
そ
と
で
は
む
し
ろ
連
休
形
準
体
法
の
例
が
多

く
見
え
る
も
の
が
あ
る 。
た
と
え
ば 、
義
門
『
活
語
指
南』
(
天
保
十
五
刊)

で 、
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@

校
ナ
桜
ノ
チ
ッ
タ
ハ
風
カ
吹
タ
故
ヂ
ヤ
ガ
其
風
ノ
ア
ト
ノ
名
残
ニ
ハ

(
さ
く
ら
花
ち
り
ぬ
る
風

の
な
ど
り
に
は
水
な
き
空
に
な
み
ぞ
た
ち
け
る

古
今 、

春
下 、

八
九)

立
田
川
ニ
紅
葉
ノ
流
レ
ル
ハ
ト
ン
ト

紅
鹿
子
紅
シ
ボ
リ
ト

見
エ
ル
(
千

早
振
神
代
も
き
か
ず
立
国
川
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
く
る
と
は

古
今 、

秋
下 、

二
九
四)

此
立
田
川
ヘ
シ
ゲ
ウ
紅
葉
ノ
流
レ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
見
レ

バ
ト
ン
ト

紅
鹿
子
紅
シ
ボ
リ
ト

見
エ
ル
ワ
イ
(
遠
鏡)

⑧
桜
ノ
散ル
ヲ
惜マ
ヌ
人ハ
な
け
れ
ば 、
此
春
雨
の
ふ
る
ノ
ハ 、
世
間
ノ

人
ノ
花
ヲ
借
ミ
テ
泣
涙
カ
知
ラ
ヌ
ト

也
(
春
雨

の
ふ
る
は
な
み
だ
か
さ
く

ら
花
ち
る
を
惜
ま
ぬ
人
し
な
け
れ
ば

古
今 、

春
下 、

八
八)

@
の
ご
と
き
は
珍
ら
し
く
な
く 、
@
は
『
古
今
集
遠
鏡』
の
そ
の
ま
ま
の
引
用

で
あ
る 。
講
説
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
準
体
法
の
方
が
口
滑
ら
か
で
あっ
た
で

あ
ろ
う 。
富
樫
広
蔭
『
辞
玉
棒』
(
文
政
十
二
刊)
に
あ
げ
ら
れ
た
例
歌
の
俗

語
訳 、@

夏
ノ
ア
ツ
サ
ノ
頃
オ
モ
ハ
ズ
袖
ガ
ヌ
レ
テ
ス
ク
フ
タ
寸
デ
ア
ツ
タ
水
ガ

冬
ノ
サ
ム
サ
ニ
コ
ホ
ツ
テ
ア
ル
ヲ
定
メ
テ
ノ
ド
カ
ナ
春
ノ
キ
タ
今
日
ノ
風

ガ
フ
イ
テ
ト
ク
寸
デ
ア
ラ
ウ
カ
ト

オ
モ
フ
ワ
イ
(
袖
ひ
ち
て
む
す
び
し
水

の
と
ほ
れ
る
を
は
る
た
つ
け
ふ

の
か
ぜ
や
と
く
ら
む

古
今 、

春
上 、

ニ)



袖
ヲ
ヌ
ラ
シ
テ
ス
ク
ウ
タ
水
ノ
コ
ホ
ツ
テ
ア
ル
ノ
ヲ
春
ノ
キ
タ
今
日
ノ
風

ガ
フ
イ
テ
ト
カ
ス
デ
ア
ラ
ウ
カ
(
遠
鏡)

な
ど
そ
の
典
型
で
あ
る 。
そ
う
し
て 、
俗
語
訳
に
準
体
法
を
専
用
す
る
源
保
之

『
拾
遺
集
言
霊
鏡』
(
天
保
十
著)
の
ど
と
き
も
の
も
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な

注
ロ

る 。
平
田
喜
信
氏
の
翻
刻
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き 、
全
語
訳
の
見
え
る
春
部

七
十
八
首
に
つ
い
て
調
査
す
る
と 、
「
ノ」
の
用
例
は 、
連
用
句
で 、

@
芳
野
山ニ
ハ
テ
メ
ン
ヤ
ウ
ナ
此
間
カ
ラ
根
カ
ラ
キ
エ
ヌ
雪
ガ
ア
ル
ハ
イ

ヤ
イ
ト
見
タ
ノ
ハ
峯
々
ニ
ベ
ツ
タ
リ
ト
咲
タ
サ
ク
ラ
デ
ア
ツ
タ
(
よ
し
の

山
き
え
せ
ぬ
雪
と
み
え
つ
る
は
峯
つ
〉
き
さ
く
桜
な
り
け
り
四
二

ツ
ヒ
ニ
今
ノ
カ
ナ
シ
ミ
ノ
ハ
ラ
シ
方
モナ
イ
ノ
ニ
ヨ
ク
似7
シ
タ
(
さ

け
は
ち
る
さ
か
ね
は
と
ひ
し
き
山
桜
恩
ひ
た
へ
せ
ぬ
花
の
うへ
哉
三

品
ハ
)

右
の
二
例
だ
け
で 、
準
体
法
の
用
例
は 、

@
年
ノ
ク
レ
タ
ハ
キ
ノ
フ
ノ
寸
デ
ア
ツ
タ
ガ
(
三) 、
今
朝ハ
霞
ト
立
カ

ハ
ル
ハ
ド
ウ
シ
タ
サ
イ
ク
ヤ
ラ
(
四) 、
春
ガ
立
テ
ヤ
ハ
リ
雪
ノ
フ
ル
ハ

悉
皆
梅
ノ
花
ガ
咲
ヤ
イ
ナ
ヤ
ヂ
キ
ニ
ア
カ
レ
ヌ
内ニ
ト
チ
ル
ヤ
ウ
ニ
見エ

ル
ハ
イ
(
八) 、

@
松
ヲ
引ハ
カ
リ
デ
ハ
ナ
イ
ソ
ノ
タ
カ
キ
校ニ
ト
マ
ツ
テ
鴛
ガ
始
テ
ウ
タ

ヒ
サ
ヘ
ヅ
ル
ヲ
初
音
ノ
日
ト
賞
翫
ス
ベ
キ
寸
ヂ
ヤ
(
ニ
ニ) 、
身
ヲ
ス
テ

』
ナ
リ
ト
モド
』
メ
タ
イ
ト
道
理
モ
ナ
ウ
花
ノ
チ
ル
ヲ
ナ
ゲ
ク
カ
ナ
(
五

四) 、

準体助詞「ノ J の定着

@
7
h
ヨ
ド
チ
ラ
路
ヌ
レ
ル
寸
ナ
ラ
ハ
盛
リ
ノ
木
蔭ニ
カ
ク
レ
テ
ヌ
レ
ウ

キ
モノ
ガ
色
香ニ
ソ
ム
モヨ
カ
ラ
ウ
(
五
O) 、

@
ワ
シ
ノ
カ
h
ガ
オ
マ
ヘ
ハ
タ
レ
ノ
ソ
ハ
ヘ
ヨ
リ
ナ
サ
レ
タ
ト
ト
カ
メ
ヲ

ル
ニ
コ
マ
ル
(
二
七) 、
ァ
ダ
ナ
モノ
ナ
レ
ド
桜パ
カ
リハ
ケ
ツ
ク
故
郷

ノ
ア
レ
タ
ニ
モア
ヤ
カ
ラ
ズ
(
四
八)

@
梅
ノ
ヱ
タニ
フ
リ
カ
』
ツ
タ
デ
雪
ノ
白
サ
ガ
俄ニ
咲
タ
ワ
ン
ダ
ヤ
ウ
ニ

見エ
テ
(一
三) 、
オ
ノ
ガ
故
郷へ
霞
ノヘ
タ
テ
モカ
マ
ワ
ス
ワ
ケ
ユ
ク

雁
ハ
ナ
ン
ホ
イ
ソ
イ
テ
モ
越マ
テ
ハ
ヨ
ホ
ト
ア
ル
テ
旅
ノ
雲
路
テ
春
ヲ
オ

フ

ク
ツ
テ
シ
マ
ウ
テ
ア
ラ
フ
(
五
六)

'
LW

書
ル

@
外
ノ
糸ハ
結
ホ
ト
ヨ
ク
ト
h
ノ
フ
ニ
柳
ノ
糸ハ
ド
ウ
カ
風
ノ
援
ホ
ド
カ

ヵ
、

へ
ツ
テ一
倍
ミ
タ
レ
初
ル
(
三
ニ) 、
糸ハ
ク
ル

/\
ト
イ
フ
縁
語
モ
ア

ル
ニ
ナ
セ
ニ
人
ヲ
ハ
繰
ヨ
セ
ヌ
シ
ラ
ヌ
ヲ
シ
イ
寸
カ
ナ
(
三
五) 、
風
カ

フ
カ
ネ
ハ
ヨ
イ
ニ
ナ
ド
案
ジ
テ
(
四
三)

そ
の一
端
を
あ
げ
る
と
右
の
ど
と
く
で
類
例
他
に
多
く 、
準
体
法
専
用
体
と
言

う
こ
と
が
で
き
る 。
ま
た 、

ナ
ン
ヘ
ン

@
ア
ラ
タ
マ
ツ
テ
年ハ
立
カヘ
ツ
タ
ヂ
ヤ
ガ
(
五) 、
春
日
野
に
何
反
カ

生
カ
ハ
リ
テ
タ
ク
サ
ン
年ハ
ツ
ン
ダ
ヂ
ヤ
ガ
(
二
O) 、
ナ
ル
ホ
ド
ス
ベ

テ
糸ニ
ヨ
ル
ト
イ
フ一一百
ノ
ツ
ナ
カ
レ
テ
ア
ル
ジ
ヤ
ガ
(
三
三)

右
の
「
ス
ル
ヂ
ヤ」
型
の
用
例
も
あっ
て 、
和
歌
の
俗
語
訳
が
固
定
的
な
ス
タ

イ
ル
を
と
る
よ
う
に
な
り 、
講
説
調
の
用
語
が
定
着
し
て
ゆ
く
の
が
わ
か
る 。

尾

崎

雅

嘉
の

俗

語

訳

尾
崎
雅
嘉
の
『
古
今
和
歌
集
両
序
都
言』
『
古
今
和
歌
集
部
言』
(
寛
政
八

刊)
の
俗
語
訳
は 、
宣
長
の
い
う
『
古
今
集
遠
鏡』
の
剰
窃
の
問
題
が
か
ら
ん

注
目

で
い
て
そ
の
取
扱
い
が
面
倒
で
あ
る
が 、
準
体
助
詞
「
ノ」
の
使
用
に
関
し
て

は
官一
長
と
全
く
異
なっ
て
い
て 、
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る 。
次
に
そ
の
典
型

を
両
者
対
照
し
て
あ
げ
る 。

@
一
ッ
ニ
ナ
ツ
テ
ネ
テ
居
タ
二
人
ノ
キ
ル
モノ
ガ
別
々
ニ
ナ
ツ
テ
ワ
カ
レ

ル
ガサ
カ
ナ
シ
イ
(
恋
三 、
六
三
七 、
遠
鏡)
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一
所
に
ね
て
居
た
め
い
/\・
の
き
る
も
の
と
き
る
も
の
と
を 、
べ
つ

/\
に
き
て
わ
か
れ
る
や
う
に
な
る
の
が 、
か
な
し
い
乙
と
じ
ゃ
(
部

言)
⑬
此
ゴ
ロ
ノ
秋
ノ
風ニ
山
ノ
木
ノ
葉
ノ
色
ガ
カハ
ツ
テ
チ
ツ
テ
イ
ク
ヲ
見

レ
パ
(
恋
四 、
七一
四 、
遠
鏡)

秋
風
が
ふ
い
て 、
山
の
木
の
は
が
色
が
か
は
っ
て
ち
る
の
を
み
れ
パ

(
部
言)

@
ワ
シ
ガ
恋ハ

タ
ト
ヘ
テ
イ
ハ
パ
道
ヲ
イ
ク
ニ

ド
コ
ヘ
イ
ク
事
ヤ
ラ

サ
キ
モシ
レ
ズ
ド
コ
マ
デ
ト
云
限
リ
モナ
イ
ヤ
ウ
ナ
モノ
デ
(
恋
二 、

六一
一 、
遠
鏡)

わ
し
が
恋
は 、
て
う
ど
道
を
あ
る
く
の
に
ど
っ
ちへ
き
い
て
い
く
と
も

し
れ
ず 、
ど
乙
ま
で
と
い
ふ
か
ぎ
り
も
な
い
さ
き
の
見
え
ぬ
や
う
な
恋
で

(
部
言)

@
マ
ダ
ソ
ノ
時
節
デ
モ
ナ
イ
ニ
此
ヤ
ウ
ニ
ワ
シ
ガ
袖へ
時
雨
ノ
フ
ッ
タハ

君
ガ
心
ニ
秋
ガ
キ
タ
カ
シ
ラ
ヌ
ソ
レ
デ
此
袖
ノ
ヌ
レ
タハ
涙
ノ
シ
グ
レ

ヂ
ヤ
(
恋
五 、
七
六
三 、
遠
鏡)
シ
プ
ン

わ
し
が
袖
に 、
ま
だ
そ
の
時
分
で
も
な
い
の
に 、
は
や
う
時
雨
が
降
た

の
ハ 、
お
ま
へ
の
心
に
秋
が
き
た
の
で
か
な
有
ふ 、
そ
れ
で
此
や
う
に
涙

で
袖
が
ぬ
れ
る
の
じ
ゃナ
(
部
言)

@
此
長
イ
秋
ノ
夜
ノ
ア
ケ
ル
モシ
ラ
ズ
ニ
ア
ノ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ク
虫ハ
オ
レ
ガ

ヤ
ウ
ニ
ア
レ
モ
物
ガ
悲
シ
イ
カ
シ
ラ
ヌ
(
秋
上 、
一
九
七 、
遠
鏡)

ア
ケ

乙
の
7
7
な
が
い
秋
の
夜
の
明
る
の
も
し
ら
ず
に 、
し
つ
ζ
う
鳴
む
し

ハ 、
を
れ
が
や
う
に
を
の
が
か
な
し
い
の
か
し
ら
ぬ
(
部
言)

@
始
メ
ノ
ソ
ヘ
歌
ト
云
ト
同
シ
ヤ
ウ
ナ
事
ナ
レ
パ

ス
コ
シ
モヤ
ウ
ノ
カ

ハ
ツ
タ
歌
ヲ
出
シ
タ
モノ
デ
ア
ラ
ウ
(
序 、
遠
鏡)

は
じ
め
の
そ
へ
う
た
と
い
ふ
の
と 、
お
な
じ
や
う
な
こ
と
じ
ゃ
に
よ
っ

ar

 

て 、
ち
っ
と
ば
か
り
も
や
う
を
か
へ
て 、
乙
の
う
た
を
出
し
た
の
で
有
う

(
部
言)

ユ
カ

@
君
ガ
ク
ル
デ
ア
ラ
ウ
カ
ワ
シ
ガ
行
ウ
カ
ト
シ
パ
ラ
ク
見
合セ
テ
居

タ
デ
一戸
モサ
〉
ズ
ニ
ネ
タ
ワ
イ
(
恋
問 、
六
九
O 、
遠
鏡)

君
が
ご
ざ
る
で
有
ふ
か 、
い
っ
そ
わ
し
が
あ
っ
ちへ
い
か
ふ
か
と 、
し

あ
ん
し
て
見
あ
は
し
て
ゐ
た
の
で 、
つ
い
戸
も
さ
〉
ず
に
ね
た
わ
い
(
部

言)
@
梅
ノ
花
ヲ
見ニ
キ
タ
ノ
デ
コ
ソ
ア
レ

ド
ウ
モス
ル
事
デハ
ナ
イ
ニ

タ

ナ
ゼ
ニ
ヤ
ラ

鴛
ガ
人
ガ
ク
ル
人
ガ
ク
ル
ト
鳴
テ
人
ノ
来
ル
ヲ
イ
ヤ
ガ

ツ
テ
マ
ア
居
ル
(
雑
体 、
一
O一
一 、
逮
鋭)

オ
ヲ

を
れハ
此
梅
の
花
を
見
に
来
た
の
で
と
そ
あ
れ 、
梅
を
折
ふ
と
思
ふ
の

ナ
イ

で
も
な
い
の
に 、
鷺
が
き
り
声
に 、
ひ
と
く
/\
と
鳴
て 、
人
の
く
る
の

を
い
や
が
っ
て
居
る
わ
い
(
部
言)

⑧
片
思
ヒ
ハ
ク
ル
シ
イ
物
ヂ
ヤ
ト
云
事
ヲ
ア
ノ
人ニ
思
ヒ
シ
ラ
サ
ウ
ニ

(
恋一 、
五
四
O 、
遠
鏡)

か
た
お
も
ひ
は
く
る
し
い
も
の
じ
ゃ
と
い
ふ
と
と
を 、
さ
き
の
人
に
お

も
ひ
し
ら
そ
ふ
の
に
(
郡
言)

@
露
ノ
色ハ
皆
同
シ一
ッ
ノ
白
イ
色
ヂ
ヤ
ニ
ド
ウ
シ
テ
秋
ノ
木
ノ
葉
ヲ
ア

ノ
ヤ
ウ
ニ
イ
ロ

/\
ノ
色ニ
ソ
メ
ル
事
ヤ
ラ
(
秋
下 、
二
五
七 、
遠
鏡)

露
の
色ハ
た
Y一
色
で
ま
つ
白
な
も
の
じ
ゃ
の
に 、
ど
ふ
し
て
秋
の
木

の
葉
を
い
ろ
/\
さ
ま
ρ\
に
そ
め
る
乙
と
じ
ゃ
し
ら
ぬ
(
都
言)

各
例
の
説
明
は
不
要
で
あ
ろ
う 。
『
古
今
和
歌
集
両
序
部一吉』
『
古
今
和
歌
集
部

言』
に
お
け
る
連
体
形
準
体
法 、
準
体
助
詞
「
ノ」
の
出
現
の
度
数
を
表
示
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る 。
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和 歌 11 両 序

ノ 準体法ノ 準体法

29 1 3 11 31 1 3 1 ガ
71 1 2 � 39 1 3 1ヲ

816111111 1 ニ

4612511551 231 ハ

13 1 5 1112 1 7 Iモ

6 I 6 1 ト

1 1 0 1 � 
9 1 0 11 1 I 1 1 デ

21 0 11 0 1 0 1丈
，、J、

1 。 。 。 カ

。 。 て7

ア

21 11 1 * 続接
1 1 0 1柔

準体助詞「ノ」 の 定着

格
表
示
機
能
の
強
い
「
ガ」
「
ヲ」
が
下
接す
る
場
合
は
徹
底
し
て
「
ノ」

を
添
加
し
て
い
る 。

⑬
此
やvつ
な
が
か
ぞ
へ
う
た
と
い
ふ
の
で
あ
ら
う
と
(
序) 、
こ
の
や
う

な
が
た
と
へ
う
た
と
い
ふ
の
で
有
う
(
序) 、
じ
だ
ら
く
な
を
ょ
い
と
と

じ
ゃ
と
お
も
ふ
や
う
に
な
っ
て
(
序) 、
未
熟
な
を
は
ぢ
入
る
と
と
じ
ゃ

(
序) 、
む
か
ふ
の
見
え
ぬ
や
う
な
を 、
な
が
め
/\

行
(
罷
旅 、
四
O
九)

使
用
頻
度
の
甚
だ
低
い
形
容
動
詞
型
活
用
語
の
例
⑮
を
除
く
と
(
他
に
「
あ
ほ

うなと」「をろかなと」
(序) 、
「きれいなハ」
〔二七二〕 、
「きづ
まり

な
に」
〔
四
六
二
が
あ
る) 、
完
全
に

準体
助
詞
「
ノ」
専
用
体
と
言っ
て
よ

い 。
?
こ
の

準体法
に
は 、

@
雲
林
院
の
親
王
さ
ま
が
(
中
略)
お
か
へ
り
な
さ
れ
る
に 、
さ
く
ら
の

木
の
下
て
よ
ん
だ
(
離
別 、
三
九
四
題

詞)

の
文
語
の
「
ス
ル
ニ」
型
の
類
例
が
あ
り
(
四
O
六
題

詞、
九
七
O
題

詞
同

じ) 、
「
ハ」
に
は 、

⑬
此
た
Y
乙
と
う
た
と
い
ふ
は
(
序) 、
そ
の
や
ま
とh
い
ふ
ハ

六
九
七) 、
今
すベ
ら
ぎ
と
申
ハ
(
序)

(
恋
四

の
「
トイ
フ
ハ」
と
そ
の
類
型
が 、
受
け
型
括
り
型

合
せ
て
両

序に一
四
例 、
和
歌に
五
例
(
五
八
六 、

六
九
七 、
六
九
八 、
八一
六 、
一
O
二
七)
あっ
て

(「
ト
イ
フ
モ」
も
序
に
四
例 、
和
歌
に一
O
O一
が

あ
る) 、
慣
用
の
強
い
乙
と
が
知
ら
れ
る 。
『
古
今
集

遠
鏡』
で
は 、
「ハ」
の
場
合 、
「
ト

イ
フ
ハ」
型
を

含
め
て
の

準体法
と
「
ノ」
の
使
用
度
数
は
町内
対
日

で
あ
る
か
ら 、
『
都
言』
の
「
ノ」
の
使
用
率
の一回向

さ
が
わ
か
る 。
ま
た 、

接続
形
「
ノ
ニ」
の
多
量
の

使
用
も
注
意
さ
れ
よ
う 。
表
に
は
「
ヂ
ヤ
ニ」
の
慣
用
形
(
序一
例 、
和
歌
八

例)
が
算
入
さ
れ
て
い
る 。

尾
崎
雅
嘉
の
俗
語
訳
に
は 、
『
古
今
余
材
抄』
『
古
今
和
歌
集
打
聴』
の
い
ず

れ
の
説
に
も
よ
ら
ず
宣
長
の
説
に一
致
す
る
も
の
が
あ
り 、
春
上
の
巻
初
に
お

け
る
宣
長
訳
と
の
類
似
に
見
ら
れ
る

準体法
の
使
用
(
三 、
八 、
一
O)
な
ど

更
に
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
が 、
そ
れ
に
し
て
も 、
ζ
の
時
期

か
く
も

準体
助
詞
「
ノ」
が
多
用
さ
れ
た
資
料
を
他
に
見
な
い
の
で
あ
る 。
特

筆
に
価
す
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る 。

む

す

ぴ

如
上
の
記
述
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る 。

-

富
士
谷
成
章
の
注
解
に 、

準体
助
詞
「
ノ」
の一
貫
し
た
使
用
が
見
ら

れ
る 。
周
到
な
注
意
の
結
果
と
恩
わ
れ
る 。

2
『
古
今
集
遠
鏡』
や
『
弔
臥
小
倉
の
山
踏』
の
俗
語
訳
に
お
け
る
恥

和

は 、
当
代
の
口
頭
語
の
実
態
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

3

和
歌の
俗
語
訳
に
も
講
説
調
の
ス
タ
イ
ル
が
で
き
あ
が
る
よ
う
に
な
る
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と 、
幕
末
に
お
い
て
も
連
体
形
準
体
法
を
専
用
し
た
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る

よ
う
に
な
る 。

4
『
古
今
和
歌
集
両
序
郡
言』
『
古
今
和
歌
集
部
言』
に
は
準
体
助
詞「
ノ」

の
徹
底
し
た
使
用
が
見
ら
れ
る 。
と
の
時
期
他
に
例
を
見
な
い
資
料
で
あ

る 。
尾
崎
雅
嘉
は
『
古
今
和
歌
集
部
言』
の
践
に 、

無
下
に
ち
う
さ
く
ふ
み
の
さ
ま
を
見
し
ら
ぬ
児
女
の
為
に
と
て
つ
ね
の
乙

と
は
を
も
て
歌
の
と
h
ろ
を
の
へ
た
れ
は
すへ
て
時
俗
の
く
ち
ふ
り
に
し

た
か
へ
り
さ
れ
ハ
か
な
つ
か
ひ
の
さ
た
か
な
ら
ぬ
と
も
の
い
ひ
の
な
め
け

な
る
と
を
見
て
大
方
の
自
に
い
ふ
か
る
と
と
な
か
れ
と
い
ふ

と
記
し
て
い
る 。
そ
の
俗
語
訳
は 、
原
歌
の
用
語
に
必
ず
し
も
拘
束
さ
れ
な
い

わ
か
り
や
す
い
表
現
を
見
せ
て
い
る
が 、
準
体
助
詞
「
ノ」
の
多
用
も 、
彼
の

丁
寧
な
訳
解
の
方
針
が
生
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

近
代
語
法
の
分
析
的
な
表
現
の
発
達
に
関
し
て 、
乙
と
ば
の
論
理
的
な
正
確

さ
を
口
頭
語
の
上
で
厳
密
に 、
ま
た
は
丁
寧
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
世
界
が
あ

っ
た
乙
と
に
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る 。

注1
樋渡登「『古今集遠鏡』
俗言解小考
||指定辞『ぢや』の活用語承接を

めぐ って
|」『

胡

鶴
位助詞助動詞論叢』(昭和五十四
年
八
月)
所

注
2 収土屋信
二江戸語の
『だ』
の一
用
法」
晶

時

晴
祉国語学論

集』(昭和四十四年六月)
所収

原
口
裕「連体形準
体法の
実
態

ll
近
世

話

資料の
場
合

|l」
『
器
棚

注3 
四
目立問文論叢』(昭和五十三年十一
月)
所収

注
4

中野三
敏「俗語
訳の
背
景
」(昭和五十五年
六
月一
目、
鈴
木
股

学会講演会)
での中野氏の御教一示によっ
た 。

注5
日本思想大系『近世後期儒家集』
所収の本文(九州大学文学

部蔵)
と『近代語研究
六集』
所収のそれとでは一 、
二出入が

あるが 、
日本思想大系本によれば 、
多くの準体
法の
例の
他に

「
ノガ」
ニ
例、「
ノ
ハ」
一

例、「
ノ
ト」

二例が
見
える
だ
けである
。

注6
中村幸彦「近世話資料としての
詞葉新雅」
「語文研究」
一
八

号 、
昭和三十九年八月

竹岡正夫「近世語資料としての
『かざし抄』
中の里言」
「国

文学
言語と文芸」
五四号 、
昭和四十二年九月
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佐田
智
明「
古今集
遠
鏡に
見
える
『
ワ
イ』
をめ
ぐ
っ

て」
「
北九

州大学文学部紀要」
6
号 、
昭和四十五年十二
月

永野
賢「本
居
宣
長
『古今集
遠
鏡』
の俗語文法研究
史にお
け
る

位置」「東京学芸大学紀要人文科学」
二十四築 、
昭和四
十八
年

二
月樋渡登前掲論文

信
太
知

子
「近世の『
をば』に
つ
いて
||
武
士
と
と
ば
と
文語
と
の
関
連

l|
」

『近代語研究
六集』(昭和五十五年五月)
所収

注8
中田祝夫・
竹岡正夫『あゆひ抄新注』(昭和三十五
年
四
月)

一
二八頁注囚

注9
以下 、
接続形として 、
文末の終助詞的用法のものも合めて扱

ぅ 。
なお 、
連用句で 、
「スルガヨイ」「スルニ」「スルニヨツテ」

等の慣用形は前稿(注3)
同様用例に算入しない 。

注目
林四郎「修飾における注ぎと括り」「国語と国文学」
昭
和
五

十年十二
月 、
修飾語に含まれる用言と被修飾語(顕在しない場

注
7 



A口
も
含
む)

の
問
に
格
関
係
が
あ
る
も
の
を
「
受
け
」 、

そ
う
で
な
い
も

の
を
「
括
り
」

と
し
て
分
け
る 。

注
日

原
口
裕
前
掲
論
文
〔
表
E〕
〔
表
V
〕
〔
表
四
〕

参
照

注
ロ

平
田
喜
信
「
拾
遺
集
言
霊
鏡
ハ円
」
「
大
事官
国
文
」

4
、

昭
和
四
十
八
年

三
月 、
「
拾
遺
集
言
霊
銃
口
」
「
大
妻
国
文
」

5
、

昭
和
四
十
九
年
三
月

注
目

『
本
居
宣
長
会
集
』
(
筑
摩
書
房
版)

三
巻 、

解
題
一
一

、

一
一一
頁

〔
テ
キ
ス
ト〕

か
ざ
し
抄
(
竹
岡
正
夫
『
か
ぎ
し
抄
新
注
』

昭
和
四

十
八

年
一

月)
、

稿
本
あ
ゆ
ひ
抄
(
竹
岡
正
夫

『
富
士
谷
成
章
全
集
』

上 、

昭

和
三
十
六
年
三
月)

、

あ
ゆ
ひ
抄
(
中
国
祝
夫
・

竹
岡
正
夫

『
あ
ゆ
ひ
抄

新
注
』

昭
和
三
十
五
年
四
月)

、

古
今
集
遠
鏡
(
『
本
居
宣
長
全
集
』

三
巻

〔
筑
摩
書
房
版〕)

、

訣
小
倉
の
山
踏
(
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
版

本)
、

活
語
指
南 、

辞
玉
穆
(
勉
誠
社
文
庫)

、

古
今
和
歌
集
両
序
部
言 、

古
今
和
歌
集
部
言
(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
版
本)||

静
岡
女
子
大
学
教
授
||

準体助詞「ノ」の定着
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